
津屋崎祇園山笠の歴史
江戸時代から300 年以上続く津屋崎祇
園山笠。昔は前を走る山が遅いと後
ろの山がぶつかり「喧嘩山」といわ
れていたほどです。時代に合わせて
代替わりしながら、ずっとまちを盛り
上げていってほしいと願っています。
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私自身も小さなころは山笠に参加してい
ました。おぼろげに昔から山笠の人形
も手伝っていたのを覚えています。人形
も時代とともに変化があり、戦いよりも
駆除や退治という意味合いが増えてきま
した。伝統芸能もそうですが、文化を
残していくには後継者が必要。子どもの
ころから山に触れてほしいですね。

元々は山笠「保存会」でしたが、これ
からは保存だけでなく振興を図って津屋
崎だけでなく福津市全体に知ってもらお
うと名前を変更することになりました。ま
ずは子どもたちにしっかり浸透させること
が大事。今は忙しい世代であっても、
一度舁いた経験があれば、きっとまた山
を舁きたいと思える日が来ると思います。

復活 50 周年という記念すべき節目にこ
の時代でしか出会えなかった仲間ととも
に山を舁けたことを大変うれしく誇りに
思っています。山を舁くのは男たちです
が、舁き手の奥様がたが裏方を支え、 
人形師さんや地域のたくさんのかたの
力で舁かれていることを次の未来へ大
事に引き継いでいきたいと感じます。
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掛け声とともに一気に山が動
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をかぶりながら３つの山が勇
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